
LIP とは…… Local Information Paper のは文字をとったものです。  

 

 

「ＬＩＰ編集局」 httpst//www.love-dugong.net/lip/ 

連絡先 
メールアドレス：lip＠love-dugong.net 
TEL 070-5653-6913(18 時以降) 

郵便振替口座 00920-8-120259（ＬＩＰ編集局） 

ＬＩＰ（りっぷ）は、枚方市民発の 

福祉・教育・文化・環境・ボランティアなどの 

情報を掲載する地域密着型情報紙です。 
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（エッセイ もぐらの目）       ＬＩＰ ２０１９／０３ 

〈２〉 

「
も

ぐ
ら

の
目

」
～

六
十

六
～

 
 

 
鶴

島
緋

沙
子

 

 

〝
ル

ー
テ

ィ
ン

〟
よ

永
遠

に
 

  
朝

、
昼

、
夜

、
一

日
に

食
事

は
三

度
、
な

ん
て

事
、

い
つ

ど
こ

で
誰

が
き

め
た

の
だ

ろ
う

。
 

 
あ

あ
、

今
日

も
又

、
夕

食
の

支
度

か
。

さ
っ

き
お

昼
食

べ
た

ば
っ

か
り

な
の

に
。

 

 
え

え
っ

と
、

冷
蔵

庫
に

は
、

牛
肉

が
あ

る
。

じ
ゃ

が
芋

に
玉

葱
、

人
参

も
あ

る
。

で
は

、
肉

じ
ゃ

が
で

も
す

る
か

。
昔

、
日

ロ
戦

争
の

時
の

立
役

者
、

東
郷

平
八

郎
元

帥
が

思
い

付
い

た
と

い
う

日
本

的
な

一
品

。
 

 
す

き
焼

き
程

大
仰

で
も

な
く

華
や

か
で

も
な

い
が

、

砂
糖

に
醤

油
で

味
付

け
し

た
日

本
人

好
み

の
、

ち
ん

ま
り

し
た

一
品

だ
。

 

「
お

ー
い

、
卵

、
落

と
し

て
く

れ
よ

！
」
と

夫
の

声
。

「
今

夜
は

肉
じ

ゃ
が

で
も

し
よ

う
か

」
と

呟
い

て
夕

食
作

り
に

立
ち

上
が

っ
た

私
の

気
配

を
察

し
た

の
か

、

注
文

を
付

け
る

。
は

い
は

い
、

あ
な

た
の

分
だ

け
に

は
、

卵
を

入
れ

ま
す

よ
と

、
言

葉
に

は
出

さ
な

い
で

又
か

と
思

い
な

が
ら

、
キ

ッ
チ

ン
に

立
つ

私
。

何
に

で
も

卵
を

落
し

た
い

妙
な

奴
。
白

い
ご

飯
に

卵
掛

け
。

熱
い

味
噌

汁
に

も
卵

を
割

り
入

れ
る

。
 

 
子

供
の

頃
、

飼
っ

て
い

た
鶏

が
卵

を
産

む
の

を
、

一
日

千
秋

の
思

い
で

待
っ

て
い

た
と

い
う

気
持

ち
が

彼
の

ト
ラ

ウ
マ

に
な

っ
て

い
る

の
だ

ろ
う

か
。

そ
う

言
え

ば
、

去
年

、
米

寿
の

祝
い

を
し

た
料

亭
の

白
い

ご
飯

の
前

で
、

何
と

な
く

躊
躇

し
て

い
た

顔
を

思
い

出
す

。
ざ

ま
あ

み
ろ

！
と

思
い

な
が

ら
も

彼
が

主
役

の
席

で
、

ち
ょ

っ
ぴ

り
、

可
哀

想
だ

な
と

思
わ

ぬ
で

も
な

か
っ

た
が

。
 

 
話

は
、

少
々

遡
る

。
去

年
の

暮
、

か
っ

て
読

売
日

本
交

響
楽

団
の

専
任

指
揮

者
で

、
親

し
く

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

い
た

ス
ク

ロ
バ

チ
ェ

フ
ス

キ
ー

の
息

子
さ

ん
ニ

ッ
ク

が
来

日
し

、
夫

と
共

に
京

都
駅

で
待

ち
合

わ
せ

た
。

京
都

市
内

の
名

だ
た

る
神

社
や

お
寺

は
観

光
客

で
一

杯
だ

ろ
う

と
、

ち
ょ

っ
と

離
れ

た
宇

治
市

の
一

〇
五

二
年

に
藤

原
頼

道
が

建
立

し
た

と
い

う
華

や
か

な
宇

治
平

等
院

を
選

ん
で

案
内

し
た

。
 

 
真

紅
の

見
事

な
鳳

凰
堂

が
池

の
水

面
に

映
え

て
、

名
残

り
の

紅
葉

と
と

も
に

三
々

五
々

歩
く

人
々

の
足

を
止

め
て

い
る

。
小
高

い
所

に
あ

る
有

名
な
鐘
楼

を

見
上
げ

て
い

て
足

元
へ

の
気

が
疎

か
に

な
っ

た
の

か
、

私
の

あ
と

か
ら

歩
い

て
い

た
夫

が
、

足
を
滑

ら
せ

、

気
が

付
い

た
時

に
は

仰
向

け
に
倒

れ
て

い
た

。
 

「
ア

ー
ユ

ウ
・
オ

�
ラ
イ
？

 
ア
イ
ム
ド

ク
タ

ー
」

と
近

く
を

歩
い

て
い

た
中
国

人
と

お
ぼ

し
き
若

者
が

声
を

掛
け

て
く

れ
る

。
人

々
の

注
目

の
中

、「
ア
イ
ム

オ
ッ
ケ

ー
。
サ

ン
キ
ュ

ウ
」

と
ユ
肩

を
押

さ
え

な
が

ら
立

ち
上

が
っ

た
夫

の
ユ
頬

が
赤

い
。

あ
あ

よ
か

っ

た
。

大
事

に
な

ら
な

く
て

と
口

に
は

出
さ
ね

ど
、

そ

の
時

の
正
直

な
私

の
気

持
ち

。
や

っ
ぱ

り
何

事
も

な

く
、

何
気

な
い

日
常

が
あ

る
っ

て
こ

と
、

何
よ

り
も

幸
せ

な
事

な
の

か
も
知

れ
な

い
。

朝
、

昼
、

夜
、

三

度
の

食
事

、
め

ん
ど

く
さ

く
て

も
、

誰
か

が
、
続

け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

れ
が

、
生

き
と

し
生

け
る

も
の

の
宿
命

な
の

だ
。

 

 
私

は
、
煮

立
っ

て
き

た
肉

じ
ゃ

が
に
勢

い
よ

く
卵

を
割

り
入

れ
た

。
 

 
鶴
島
緋
沙
子
さ
ん
は
、
山
田
洋
次
監
督
の
映
画
「
学
校
Ⅲ
」

の
原
作
と
な
っ
た
「
ト
ミ
ー
の
夕
陽
」（

つ
げ
書
房
新
社
刊
）

な
ど
の
作
品
で
知
ら
れ
る
枚
方
市
在
住
の
作
家
。「

大
阪
府

高
齢
者
大
学
校
エ
ッ
セ
ー
文
学
科
」「

大
阪
府
民
カ
レ
ッ
ジ

ひ
ら
か
た
校
」
等
講
師
。
著
書
『
私
の
中
の
瀬
戸
内
寂
聴
』

『
も
ぐ
ら
の
目
』
な
ど
。「

自
閉
症
」
の
息
子
さ
ん
の
母
親

で
あ
り
、「

枚
方
自
閉
症
児
(者

)親
の
会
」
の
代
表
。
 



（女性差別撤廃条約）          ＬＩＰ ２０１９／０３ 

〈３〉 

 ２月３日（日）大阪市中央区ドーンセンター

にて、講演会「今こそ批准を！ ～女性差別撤

廃条約「選択議定書」～」が開催されました。

講師は、弁護士で、国連女性差別撤廃委員会（Ｃ

ＥＤＡＷ）委員を長年務めてきた、林陽子さん

です。 

 主催は、男女共同参画社会の実現のために活

動している、特定非営利活動法人「グループみ

こし」。1989 年近畿圏の自治体の職員たちが女

性問題講座や女性政策推進のための自主研究グ

ループとして発足した「グループみこし」のこ

れまでの活動について、代表の米田禮子さんか

ら短く説明をいただいた後、「女性差別撤廃条約

選択議定書」についてのお話を聞きました。 

 

女性差別撤廃条約選択議定書とは？ 

 女性差別撤廃条約は、1979 年国連総会で採択、

1981 年に発効した、女性に対する差別の撤廃を

定めた国際条約です。日本は、国籍法の父母両

系主義への改正、雇用機会均等法の制定、高校

家庭科の男女共修化へのカリキュラムの改正と

いった国内法の整備の後、1985 年同条約を批准

しました。しかし、条約締結した 189 か国中 109

か国が批准している条約の選択議定書＊につい

ては、日本は未だ批准していません。いわゆる

先進国のなかでこの選択議定書を批准していな

いのは、アメリカ合衆国と日本だけです。 

 女性差別撤廃条約の選択議定書は、個人通報

制度を定めています。個人通報制度とは、「人権

侵害を受けた個人が」「直接に国連の人権条約機

関（委員会）に」「救済の申し立てができる」制

度です。すべての国内救済を尽したがかなわな

かったということが、個人通報受理の要件とな

ります。但し、救済措置の適用が不当に遅延し

た場合、または効果的な救済をもたらす見込み

がない場合は、この限りではないとされていま

す。 

 ＣＥＤＡＷ個人通報の現況は、審査の結果「権

利侵害あり」23 件、「権利侵害なし」2 件。「受

理可能性なし」33 件、「不継続」（和解で取り下

げた、連絡が取れなくなった等）9 件。「決定前、

係属中」44件。合計 111 件（2017 年３月現在）。

選択議定書は 1999 年国連総会で採択、2000 年

に発効しました。最初のうちは申し立てがなか

ったのですが、過去 5 年くらいで急速に申し立

てが増えているとのこと。個人通報を提出され

た国は、大多数が欧州とカナダ、また、東側グ

ループのロシアやブルガリア、中南米の国々か

らも申し立てが相次いでいます。情報がゆきわ

たっていて女性運動の強い国から、申し立てが

出てくるのです。 

 

周回遅れの日本の現状 

 さて、Ｇ７―主要（先進）７か国首脳会議―

のメンバーである、フランス、アメリカ合衆国、

イギリス、ドイツ、日本、イタリア、カナダの

うち、フランスでは 2000 年「パリテ法」の制定

で選挙の候補者を男女同数にするよう定められ、

2012 年内閣閣僚が男女半々の「パリテ内閣」が

成立。イタリア、カナダでも同様に「パリテ内

閣」が実現。イギリスとドイツでは、閣僚は男

女半々ではないものの、首相が女性。アメリカ

合衆国は、閣僚は男女半々になっておらず、大

統領は男性。更に、日本の現状は、比較になら

ないほど遅れているのです。 

 「差別的な法律を修正することを、国（立法・

行政・司法）だけに任せてはいられない。ひと

りひとりの女性がその担い手になることで、変

革が生まれる。個人通報制度は万能ではないが、

このプロセスを容易にする役割を持っている」。

林さんの言葉に、大きくうなずきました。 

（豊髙明枝） 

 

ꈷ䫘饗㴻剹債㲽ס匛笴؅鎢㴞מ״ג׾׌յ匛笴עכ栃皑י׊✑䧯׾׿׈岺溷㎼갾倀剹ն 

「今こそ批准を！ ～女性差別撤廃条約「選択議定書」～」 

講演会に行きました。 



（秀作エッセイ）          ＬＩＰ ２０１９／０３ 

〈４〉 

 

祖
母

の
黒

豆
煮

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
船

田
 

美
保

 

 
毎
年
十
二
月
も
半
ば
を
越
え
る
と
大
掃
除
モ
ー
ド
に
な
り
、
家
じ
ゅ
う
、
お
せ
ち
材
料
や
飾
り

物
の
買
い
出
し
に
大
わ
ら
わ
で
あ
る
。
 

 
家

庭
の

事
情

で
私

は
乳

児
期

か
ら

高
校

卒
業

ま
で

海
辺

の
小

さ
な

町
の

伯
父

宅
で

厄
介

に
な

っ
た
。
そ
こ
で
祖
父
母
に
育
て
ら
れ
、
と
り
わ
け
祖
母
に
は
世
話
を
か
け
て
成
長
し
た
。
 

 
伯
父
は
代
々
続
く
小
売
業
を
営
み
、
食
品
や
日
用
品
・
衣
類
な
ど
様
々
な
物
を
販
売
し
て
い
た
。
 

 
成
長
す
る
に
つ
れ
、
料
理
を
す
る
祖
母
の
手
伝
い
や
店
番
、
掃
除
等
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
 

 
そ
の
頃
、
店
で
は
伯
父
夫
婦
や
従
妹
た
ち
、
親
戚
の
者
や
数
名
の
従
業
員
が
働
い
て
お
り
、
特

に
年
末
は
忙
し
か
っ
た
。
 

 
祖

母
は

夕
食

の
年

越
し

そ
ば

や
う

ど
ん

を
準

備
し

な
が

ら
正

月
に

備
え

お
せ

ち
も

作
っ

て
い

た
。
中
で
も
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
し
わ
の
あ
る
、
し
っ
と
り
甘
く
て
少
し
芯
の
残
っ
た

黒
豆
の
煮
物
で
あ
る
。
 

 
こ
の
や
や
小
粒
の
黒
豆
煮
は
程
良
い
歯
ご
た
え
が
あ
り
、
甘
い
も
の
好
き
の
伯
父
は
そ
れ
を
温

か
な
白
ご
飯
に
乗
せ
た
茶
漬
け
が
好
物
だ
っ
た
。
 

 
さ
て
、
祖
父
は
次
男
で
あ
っ
た
が
、
長
男
が
病
気
で
他
界
し
た
た
め
、
残
さ
れ
た
遺
児
と
借
金

と
も

ど
も

家
業

を
引

き
継

い
だ

。
そ

ん
な

状
況

の
祖

父
の

も
と

に
祖

母
は

町
内

の
醤

油
家

（
製

造
・
販
売
）
か
ら
十
代
の
若
さ
で
嫁
い
で
き
た
の
だ
っ
た
。
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
働
き
、
祖

父
と
共
に
家
を
確
か
な
も
の
に
築
い
て
い
っ
た
。
 

 
こ
の
黒
豆
の
よ
う
に
沸
々
と
煮
え
る
よ
う
な
祖
母
の
人
生
の
「
時
」
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
き
っ
と
歯
ご
た
え
の
す
る
人
生
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
苦
労
を
重
ね
た
と
思
わ
れ
る
が
、
祖
母

は
一
切
そ
れ
を
口
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
 

 
正
月
を
迎
え
る
黒
豆
は
、
私
に
と
っ
て
は
親
代
わ
り
で
、
厳
し
く
て
も
優
し
い
祖
母
を
思
い
出

さ
せ
て
く
れ
る
懐
か
し
い
一
品
で
あ
る
。
 

「
大
阪
府
高
齢
者
大
学
校
エ
ッ
セ
ー
文
学
科
」
船
田
美
保
さ
ん
の
作
品
で
す
。
講
師

を
つ
と
め
る
鶴
島
緋
沙
子
さ
ん
の
推
奨
作
品
。

 



（原発賠償関西訴訟）         ＬＩＰ ２０１９／０３ 

〈５〉  

「人の命」と「健康」と「ふつうの人間らしい暮らし」を求める裁判 

 原発賠償関西訴訟第 21回期日の傍聴に行きました。 

 ２月 21 日2木)༂؉܅༂ࠈȅȆ��̅؇ఈąԉขਈ

訟の第 21 回期日が行われました。これは、2011 年

༏༂܆�ค؉༂इఅଇ༂̅༂༂؇؉ȆคԆ�ԉข�

避難してきた人たちが、国と東電に対し、原発事故

の真相究明と責任の追及、損害の完全賠償、被災者

全員に対する暮らしの支援を求める裁判です。この

日傍聴を求めて集まった人は 121 人。私は傍聴希望

者の抽選に遅れ、地裁の隣にある弁護士会館で法廷

とほぼ同時進行で行われた模擬裁判に行きました。 

 法廷では、原告から準備書面 58「損害賠償の算定

基準」、準備書面 59「被告・東京電力準備書面

（15）に対する反論」、準備書面 60「被告・国第

32 準備書面に対する反論」、準備書面 61「原告ら

の被侵害利益について（再論）」が提出され、被

告・国から準備書面 33「原告準備書面 49 に対する

反論―年１ミリシーベルトの追加被ばくを避ける行

為の相当性について」、準備書面 34「予見可能性に

関する総括準備書面」が提出されました。 

 ȅ܆�؅༂ȅࠈ�ȅข�คค������༅ਈ؆

新の手続きを行い、今回期日ではまず、原告の井上

美和子さんの意見陳述が行われました。福島県南相

馬市から京都府に一家で避難してきた井上さんは、

自然豊かな地で楽器製作・修理工房を営む夫と暮ら

してきた自給的生活が原発事故で奪われてしまった

こと、自宅のすぐ近くには汚染土の仮置き場がつく

られ町中の汚染土が運ばれてきたことなど、事故後

８年たっても帰れない事情を述べました。続いて準

備書面 61 について、原告弁護団によるパワーポイ

ントでの内容説明。これは、2017 年３月の第 13 回

期日で提出された同タイトルの準備書面を改めて述

べるもので、原告の侵害された権利を、包括的生活

利益としての平穏生活権として「狭義の平穏生活

権」と「人格発達権」に分け、憲法 13 条の「幸福

追求権」に照らして各々の侵害された権利を検討

し、これまで各地で下りた判決について、平穏生活

権の侵害がどのように認定されているかを検証しま

した。 

 閉廷後模擬裁判の行われた会場で報告集会が開か

れました。傍聴の抽選に外れた人のためにと、10 分

間の意見陳述を井上さんがもう一度読み上げてくれ

ました。原告団代表の森松明希子さんからは、昨年

３月の国連でのスピーチやフランスでの講演が契機

となり、この３月フランスの団体に招かれ、福島に

住んでいる人たちと共に、フランス、イギリス、ド

イツなどを訪れ講演を行う予定だとの報告。続い

て、京都訴訟、兵庫訴訟の関係者からのアピール。

京都弁護団の田辺弁護士は、20 日横浜地裁で下され

た、国と東電の責任を認めた、福島原発かながわ訴

訟の判決について一言触れて説明されました。その

なかで、「避難することはものすごく苦しい。それ

を金額に変えて請求することがどれだけ切ないか。

しかも法廷ではそれを否定され反駁される。二重に

自分の人生を傷つけられるような思いをする。で

も、それをしないと『なかったことにされる』。だ

から原告は闘っている」というようなことを話され

たのが、私の心に重く響きました。原発事故が起こ

ったら、どのような被害がふりかかってくるのか。

̅Ѕ����Ԇ�������ԉข�༄�इ���

福井県にある原発に事故があれば同じことが起こ

る、まさに「他人事」ではないのです。 
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回期日は５月 23 日（木）午後２時開廷です。 

（とよたかあきえ） 



（五行歌・イベント情報）         ＬＩＰ ２０１９／０３ 

〈６〉 

 

木村英生写真展 
私が見てきた『被災地』福島 ２０１３～２０１８ 

東日本大震災、そして福島第一原子力発電所の事故発生からも

うすぐ８年になります。大阪にいると、除染は終了しもう安全

というニュースしか見聞きすることがありません。しかし、原

発事故被災地に行くと、ニュースでは見ることのできない姿や

声を聞くことができます。 

今回、私の撮った写真を見ていただくことで、原発事故が引き

起こした現実をお伝えできたらと考えています。 

＊開催期間：２０１９年２月２０日（水）～３月３１日（日） 

＊展示時間：９：３０～２０：００ 

＊場所：アネックスパル法円坂（大阪市教員会館） １階市民

ギャラリー（ＪＲ環状線・地下鉄森ノ宮駅下車西へ徒歩１０分） 

 

■ 報告会（記念講演会） 「原発事故被災地の今」 

＊日時：３月１６日（土） １５：００ ～ １７：００ 

＊場所：アネックスパル法円坂 ３階 １号室 

＊参加費：無料 

＊講師：木村 英生（あいむひぁ大阪事務局・大阪市立都島中

学校教員） 

＊写真展・報告会についてのお問い合わせはメールで右のアド

レスへ iamhere.osaka＠gmail.com 

「子ども食堂が地域を救う」 
おとな全員集合  みんなが主役の交流会 

＊日時：３月２４日（日）10：00～15：00 

＊場所：メセナひらかた会館６階大会議室 

＊参加費：無料。但し、フードドライブの取り組みにご協力い

ただき、家庭で使わない食品を一つ、お持ちください。 

 

ゲスト 

・四つ葉のクローバー・にしなりこども食堂・やんちゃまファ

ミリーwith・アクティブネットワーク(看護師)・ME/CFS AID 

japan・パルコープ・キッズナビわかば・えほんのお部屋 ひ

まわり畑  他 

 

小中学校で、赤ちゃん授業、プレーパークをしている団体さん、

若者の自立支援事業、シェアハウスの運営者、さらに、看護師

が地域のつながりや居場所に取り組んでいたり、深い話から笑

い話まで、このメンバーでしか聞けないリアルトークを公開し

ます。ランチタイムもあります。 

＊主催：子ども食堂ファンクラブ 

問合せ連絡先：（事務局）ちいさいほいくえん みんなの里 

     072-845-6818 
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心のサポートスキル講座 ～パート2～ 
この無料講座では、カウンセリングの援助方法の大切な要点を

紹介します。ご希望の日時と場所を電話かメールで申し込んで

ください。 

◆日時：4月2日（火）13：30～15：30 

場所：ラポールひらかた 研修室1 

◆日時：4月8日（月）13：30～15：30 

場所：アルカスホール 会議室2 

＊申込・問合先：ＮＰＯ法人京阪総合カウンセリング 

       ＴＥＬ   0７２－８１４－７１４０ 

       メール    jimu＠npo-ksc.net 

        http://www.npo-ksc.net 

＊参加費：無料 



（イベント情報）           ＬＩＰ ２０１９／０３ 

［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

 

＊＊＊無添加石けん商品・手作り作品販売のお知らせ＊＊＊ 
・バザー 3/23(水)・3/27(水)：市役所前の岡東町公園にて 

   13:33～ 

・廃油回収 3/19(火)：枚方市役所前にて 

   13:33～12:33 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

障害者労働センター   枚方市中宮山戸町13-12-131 

 TEL 372-848-3538 

ネットショップ URL:http//paso3538.cart.fc2.com 

「すべては子どものために」 
“母の給食”40年、佐々 木十美さんに学ぶ講演会・料理講習会 
■講演「食はいのち～子どもたちに生きる力、本ものの味を」 

・日時：３月23日（水）午後６時～８時 

・場所：クレオ大阪中央 多目的室 

   （地下鉄谷町線「四天王寺前夕陽ケ丘」下車 

・講師： 北海道置戸町 食のアドバイザー 

      佐々木十美さん（元置戸町学校給食管理栄養士） 

■料理講習会 

「子どもたちも大好き！19種のスパイス使った佐々木十美さ

んの本格カレー」 

・日時：３月21日（木）午前13時～午後２時 

・場所：クレオ大阪中央 調理室  ・定員：33名 

※できる限り講演をお聞きし、カレー講習にご参加ください。 

≪参加費≫ 

☆Ａ＝３/23 講演会のみ・・１５００円 

          （みりん、だしなど味比べ含む） 

☆Ｂ＝３/23 講演会＋３/21 カレー講習会・・４０００円 

☆Ｃ＝３/21 カレー講習会のみ・・３０００円 

≪申込先≫ＦＡＸ ０７４３－７７－８１８８（中筋） 

主催：「”母の給食”43年、佐々木十美さんを大阪へ」実行委 

≪連絡先≫０９０－１１５９－６８２３（中筋） 

「水道民営化とくらし」 
＊日時：３月１６日（土） 午後２時～午後４時 

＊場所：青年の家  ２０６号室（交野市駅から徒歩4分） 

＊講師：植本 眞司さん（堺市水道労組委員長） 

＊参加費：５００円 

＊主催：憲法とくらしを考える会 

＊連絡先：０７２－８９２－４９３８（松村） 

昨年、国会で水道法の「改正」案が可決されました。水道の「広

域化」と「民営化」を目指すものです。しかしこれは、世界の

流れとは逆行しています。世界各地では水道事業が料金の値上

がり、財政情報の非開示などの理由で、各地で水道の再公営化

が進んでいます。私たちの命を支える水について共に考えてみ

ませんか？ 

Ｄサポーターズ 講演会のおさそい 
「軍事大国化の流れと教育」 西谷文和氏講演会 

＊日時：3月23日(土)14:33～ 

＊場所：サンプラザ3号館5階視聴覚室 

＊講演者：西谷文和（フリージャーナリスト） 

＊演題：「軍事大国化の流れと教育」 

＊チケット 前売り８００円、当日１０００円 

「第５回 寝屋川ハート・アート展」 
私たちの表現は無限大であり、 

内側からつながる生の声である   
＊日時：3/24(日)～3/26(火) 

    24日(日) 14時～23時 (予定） 

    25日(月) 13時～23時 (予定） 

    26日(火) 13時～17時 (*最終日） 

＊会場：寝屋川市市民ギャラリー（１）内 

（駅前図書館内 大阪府寝屋川市早子町23-2） 

＊入場料無料 

＊主催：「精神障害者地域交流事業Club E＆T」 

 

特設サイト(HP) 

http://neyagawaheart-art.jimdo.com/ 

【参加者募集】がんばらない体のレッスン 
フェルデンクライス・メソッド体験講座 

 ゆったりした気持ちのいい動きで、体を整えてみましょう。 

＊日時：３月６日（水）13時33分～11時43分 

＊場所：ラポールひらかた３階 和室 

＊講師：安藤 緑さん（フェルデンクライス国際公認指導者、 

              フェルデンハウス北斗星主宰） 

＊定員：15人 （先着順。要予約） 

＊参加費：1,333円 

＊持ち物：お茶、バスタオル。ゆったりした服装で。 

＊申込み・問合せ：393-5893-5635（とよたか・16時以降） 

         または、c-k@love-dugong.net 

＊主催：放課後クラブ「チャレンジ・キッズ」 

第20回「障害」のある子どもの高校進学を考える学習会 
〝みんなといっしょに高校へ行きたい〟 

＊とき：３月２３日（土）午後１時33分～５時 

＊ところ：守口市中部エリアコミュニティセンター小会議室

１・２ （守口市役所の地下1階） 

 京阪守口市駅歩５分 地下鉄谷町線守口駅歩６分 

＊内容 
(1)ホンネで語ろう、父親の「子育て・悩み」体験談 

 みんなで聞きたい―お父ちゃんの子育てばなし 

 ★コーディネーター：新居大作さん（北河内） 

 ★パネラー役の親父さん：石橋進一さん（北河内） 

中井敬明さん（河内長野） 西田史郎さん （南大阪） 

(2)フリートーク もっと質問したいこと、話したいこと 

(3)障害のある生徒の高校受験について 

(4)今年度の高校受験の経過と結果の報告、来年度の受験に向

けて 

☆学習会終了後、どんな小さな疑問にも答える進路相談会を開

きます。 

〇参加費：無料 

〇問合せ 松森Tel 393-1963-3469 

 関山 Tel 393-2599-6162 

主催：「知的障害者」を普通高校へ北河内連絡会 



［2005 年 8 月創刊 通巻第 164 号 今号の発行部数 1250 部］ 

次号（４月号）は、３月３１日（日）に発行予定です♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト 表紙、Ｐ４，６：平井由恵 

ＬＩＰは、次の場所に置かせていただいてます。 
☆ 各生涯学習市民センター・図書館・メセナひらかた3Fウィル・ひらかたＮＰＯセンター 
☆ 枚方市ボランティアセンター  [ラポールひらかた内  072-841-0181] 

☆ 子ども家庭支援センター ファミリーポートひらかた  [枚方市招提南町2-50-1  072-850-4400] 
☆ コミュニティーカフェ ラ テール  [枚方市西禁野1-3-27 禁野口バス停前  072-848-0418] 
☆ ＮＰＯ法人 りりあん  ［枚方市長尾元町6-39-15  lilian＠kcat.zaq.ne.jp］ 
☆ 婦人洋品店 シャルム  ［枚方市南楠葉1丁目2-16 くずは公民館向かい  072-850-1362］ 
☆ 喫茶 Ｄｉｋ Ｄｉｋ  ［枚方市岡本町8-17  072-846-5377］ 
☆ 街かどデイハウス 藤阪愛逢  [枚方市藤阪元町2-27-1  072-855-6978] 
☆ 枚方市地域包括支援センター社協こもれび  [枚方市南楠葉1-30-1エクセレント辻ビル203号室  072-856-9177] 
☆ 泉屋 楠葉店  [枚方市楠葉並木2-2-2  072-868-3060] 
☆ ＷＡＶＥ３４（ボウリング場）  [枚方市田口4-11-8  072-848-0450] 
☆ 身体障害者共同作業所 キッズ枚方コミュニケーションズ  [枚方市堤町2-1-103  072-861-6360] 
☆ 京阪総合会計事務所  [枚方市西禁野2-4-17第５松葉ビル301  072-805-5252］ 
☆ ヘアースタジオぱぺぽ  [枚方市南楠葉２丁目4-3  072-850-9070] 
☆ 枚方市役所（市民活動課・環境総務課・人権政策室） [枚方市大垣内町２丁目1-20  072-841-1221] 
☆ 枚方市役所 津田支所  [枚方市津田北町2-25-1  072-858-1502] 
☆ (財)枚方市文化国際財団 [枚方市岡東町8-33市民会館内  072-843-1122] 
☆ 枚方市総合福祉センター  [枚方市津田東町2-26-1  072-858-5835] 
☆ (社福)やなぎの里 精神障害者通所授産施設 ぱぴるす [枚方市大字尊延寺2200  072-859-0245] 
☆ ＮＰＯ法人パーソナルサポートひらかた [枚方市中宮山戸町10-12-105  072-848-8825] 
☆ 自閉症療育センター Link  [枚方市岡東町24-10 アイエス枚方ビル３階  072-841-2411] 
☆ 紅茶専門店ＶＩＥ [枚方市南楠葉1-1-34  072-856-2355] 
☆ shot bar カボチャソース [枚方市牧野下島町14-22  072-809-7676] 
☆ 「市民の広場」ひこばえ [枚方市大垣内町2-8-27 シンエービル別館A室  072-846-8780] 
☆ ポパイ商店 [枚方市山之上２丁目16-9  072-846-7232] 
☆ えほんのお部屋ひまわり畑 [枚方市香里ケ丘12丁目6-28  090-6739-7064] 
☆ クッキー工房おれんじはうす [枚方市交北３丁目3-10  072-856-8378] 
☆ 陶器食器のお店 a new sprout [枚方市堤町2-14  072-846-9550] 
☆ 雑貨／カフェ ルポ・デ・ミディ [枚方市堤町10-12  072-843-1525] 
☆ 渦潮ベーカリー楠葉店 [枚方市町楠葉1-30-6  072-856-5420] 
☆ 輝きプラザ「きらら」 [枚方市車塚1-1-1] 
☆ 教育文化センター [枚方市磯島北町37-1 050-7102-3150] 
☆ 三代目たくちゃん ピーコ  [枚方市牧野阪２丁目7-30  080-3785-1728] 
☆ ＭＩＫＩＨＯＵＳＥ キャラメル [枚方市牧野阪2-9-15-105  072-857-6626] 
☆ 株式会社 丸天酒店 [枚方市牧野阪2-5-23  0120-39-7003] 
☆ MogaJogaDining枚方宿 [枚方市堤町2-15 072-846-3535] 
☆ カフェレストラン風鈴火山 [枚方市牧野阪2-5-19  072-856-3799] 
☆ とくふうホーム [枚方市大字尊延寺４５９２－２４  072-858-4058] 
☆ 音楽療法スペース  ウッドヴィレッジ [枚方市牧野下島町9-12  070-857-3540] 
☆ みんなでつくる広場 「ちょこっと」 [枚方市楠葉野田2-30-8  072-856-9439] 
☆ スパバレイ枚方南  [枚方市津田山手1丁目24-1  072-808-4126] 
☆ やすらぎの丘霊苑  [枚方市大字尊延寺4588番4  072-896-1212] 
☆ 苺のいえ  [枚方市甲斐田町５番２５号ウエストヒルズ１０２号 072-805-2660] 
☆ ちいさいほいくえん みんなの里  [枚方市楠葉並木2-28-4  072-845-6814] 
☆ 韓国茶が楽しめるカフェ 「Cafe Cajjo」  [西禁野1-6-28  072-848-8481] 
☆ くずはアートギャラリー [枚方市楠葉花園町15-1-Z302 本館ハナノモール 3階] 
☆ カフェ ル ポン [枚方市高田２丁目20-17  072-396-8785] 
☆ 街かどデイハウス秋桜 [枚方市宗谷1-1-1  072-859-3991] 
☆ 明日花障害者作業所  [枚方市西禁野１丁目3-18  072-848-2324] 
☆ 陽だまりの会 [枚方市交北2丁目7-15  072-809-0015] 
☆ Ｌｉｎ Ｂｒｕｎ． [枚方市牧野下島町18-7  072-865-3514] 
☆ カミュゥ [枚方市牧野下島町13-11  072-865-7310] 
☆ Grand Table [枚方市山之上1丁目12－10  072-846-3808] 
☆ 尊延寺公民館 [枚方市尊延寺3丁目3 ｰ16  072-859-0168] 
☆ ひねもすぱんのかふぇ[枚方市堤町10-24 鍵屋別館1階 090-5963-0590] 
☆ まことの豆富 燈 本店  [枚方市楠葉中町1-5 072-855-6022] 
☆ 雑貨＆cafe くろねこ・くぅ  [枚方市片鉾東町20-1  072-896-9690] 
☆ 京阪総合カウンセリング [枚方市新町2-1-9ほーむ21新町106号 072-814-7140] 

◇   ◇   ◇   ◇   ◇ 

☆ フレッシュベーカリー ラッキー [寝屋川市早子町18-1  072-821-0413] 
☆ 大阪市総合生涯学習センター [大阪市北区梅田1-2-2-500 大阪駅前第2ビル5階 06-6345-5000] 
☆ 小規模通所授産所施設 ミルキーウェイ [交野市天野ヶ原町２丁目14-20] 
☆ ベビーフェイスプラネッツ松井山手  [八幡市欽明台北１ ソフィアモール内  075-982-3271] 
☆ 「月桃の花」歌舞団 十三スタジオ  [大阪市淀川区木川西3-4-20 2F  06-6885-8475] 
☆ ふらっとねやがわ  [寝屋川市東大利町2-14（市立産業振興センター5階）  072-800-5789] 
☆ ふれあいプラザ香里  [寝屋川市香里南之町19-17 フレスト香里園店１階 072-835-3335] 
☆ ヘアーサロンおおまち [交野市私部3-17-2 072-891-5024（予約優先）] 
☆ 交野市役所内わいわいネット [交野市私部1丁目1-1] 
☆ 和食「ふる里」  [三重県伊賀市長田2541-1 0595-21-4498] 
☆ Cut wa Coconi  [交野市梅が枝55-13 072-893-0020] 
☆ 大阪府衛生会附属診療所 [高槻市奈佐原955  072-696-3351] 
☆ 西宮男女共同参画センター ウェーブ  [西宮市高松町4-8  0798-64-9495] 
☆ 大東市立生涯学習センター アクロス  [大東市末広町1-301  072-869-6505] 
☆ フェルデンハウス北斗星  [寝屋川市萱島東１丁目16-15  070-5435-1965] 
☆ 青年の家 [交野市私部２丁目29--１  072-892-7721] 
☆ 大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター） 

[大阪市中央区大手前1丁目3-49 0６-6910-8500] 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

27,721 前号から繰り越し 

1,000 応援団寄付 

▼520 郵送代 

▼500 ２月ロッカー代 

▼4,120 ２月号印刷代 

23,581 計（次号へ繰り越し） 

 

応援ありがとうございます♪ 

田中淑子さん 

■ＬＩＰは毎月、最終日曜日に発行しています。 

サプリ村野で印刷・折り・はさみこみの作業を行うので

すが、参加者も高齢になって、だんだんままならないこ

とも多くなってきたため、新規参加者を大募集中です。 

作業自体は簡単なものなので、みんなでおしゃべりし

ながら楽しくできます。 

参加してみたい方は連絡いただけるとうれしいです。 

連絡先；わたなべ 

メールアドレス：lip＠love-dugong.net 

TEL：070-5653-6913(18時以降) 

 

■ＬＩＰは市民が伝えたいことを書き、市民が印刷し、

市民が配布する地域密着型情報紙です。 

あなたも紙面に登場してみませんか？ 

「枚方自閉症児(者）親の会」３月例会 
＊日時：３月１日（金） 10時～11時 
＊場所：ラポールひらかた ４階共用ルーム 
＊連絡先 松崎 071-945-3014 

     鬼塚 071-841-3515 


